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　2007年6月6日～ 2010年3月31日

（3）相手国政府実施機関

　キリバス漁業海洋資源開発省（以下、「漁業省」

という。）

（4）プロジェクト目標

 1)上位目標

　キリバス共和国タラワ市民へのミルクフィッ

シュおよび動物性蛋白の安定供給

 2)プロジェクト目標

　エコファームにおける養殖池施設等の機能回復

および収支の改善等によりエコファームの運営の

改善を図る。

（5）活動内容

1)養殖池施設等機能の回復

 ・ワークショップの設置

 ・取水門の補修工事

 ・フェーズⅠ池の水門、土手、水路の補修工事

 ・養殖池の機能維持のための助言

 ・フェンスの補修工事

 ・製氷機の整備

2)エコファームの収支改善

 ・管理・運営指導

 ・生産・販売の改善指導

 ・マニュアルの更新

（6）投入

1)財団側

 ・長期派遣専門家　

　運営指導1名

 ・短期派遣専門家

　 運営指導2名、水産土木2名、畜産1名、冷凍機器

1名、重機修理技師1名

・資機材

１．はじめに

　海外漁業協力財団（以下、「財団」という。）は、

2007年6月から2010年3月までの間キリバスにお

いて、エコファーム運営改善プロジェクトを実施

した。これまで、合同委員会にあわせてプロジェ

クト進捗状況および合同委員会の結果等を報告し

てきた。今回、2010年2月に最終合同委員会を開

催し、キリバス漁業海洋資源開発省との間で、こ

れまでの成果が確認され、同年3月、プロジェクト

が終了したので、総括報告を行う。

２．プロジェクトの概要

（1）プロジェクト名

　テマイク・エコファーム（以下、「エコファーム」

という。）運営改善プロジェクト（水産技術普及事業）

（2）実施期間（覚書締結日～終了日）

キリバス
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　 中古油圧パワーショベル、中古2㌧ダンプトラッ

ク、コンクリートミキサー、工事資材、コンピュー

タ等事務機器等

2)キリバス側

 ・カウンターパート

　 運営委員会議長（漁業省次官補）、エコファーム

場長、エコファーム生産部長、プロジェクトマ

ネージャー、冷凍技師　

３．プロジェクト活動および結果概要

（1）養殖池施設等機能の回復

1)　ワークショショップの設置

　ワークショップを設置し、工事用資機材の整備

保管場所として利用している。これにより、油圧

パワーショベル、ダンプトラック、発電機等の資

機材の修理、整備を効率的に実施することが可能

となった。なお、ワークショップは、引き続き機

材の洗浄や分解作業等の整備場として活用するこ

ととしている。また、工事用機械類の点検･整備に

加え、資機材の保管管理指導を行った結果、適切

な資機材の点検、整備および保管管理が出来るよ

うになった。

2)　取水門の補修工事

　No.1、No2取水門の堰板挿入スリット、コンク

リート梁および躯体劣化箇所等の補修を行い、機

能を回復した。なお、取水門の補修技術をカウン

ターパート等が習得したので、彼ら自身で対処す

ることが可能となった。

3)　フェーズⅠ池の水門、土手、水路の補修工事

　養殖池の土手の嵩上げ、補強および表面部等の

仕上げ、並びに池水門の補修を完了し、池ごとの

管理が可能になった。　

作業重機の点検・整備

取水門補修工事

土手のり面補修工事

土手補修工事
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　また、作業効率向上のための大型育成池の横断

土手設置工事は、隣接する水路造成、横断土手表

面部の仕上げを完了した。土手の補修工事と並行

して育成池の池底に溜まった腐泥を、固化材を用

いて除去し、ミルクフィッシュの育成環境を改善

させた。

4)　養殖池の機能維持のための助言

 

　カウンターパートである生産部長および現場作

業員には、水門、土手の補修技術の指導に加え、

今後の保守、整備技術の指導を行い、彼ら自身で

も充分に出来るようになった。

5)　フェンスの補修工事

　密漁対策として防犯フェンスを整備し、監視小

屋も設置した。また、防犯フェンスの保守管理、

警備体制の構築についても指導を行った。これら

により密漁の防止が可能となった。

6)　製氷機の整備

  

　製氷機の故障時には、カウンターパートが日本

の専門家の助言等を受けながら修理を行った。故

障した貯水タンクの整備も併せて行い、彼ら自身

で充分に出来るようになった。プロジェクト終了

後の製氷機の安定した稼動を目的とした部品供給

を行った。

（2）エコファームの収支改善

1）　管理・運営指導

 

　運営委員会を設置することにより、管理意識を

改善することが出来た。同委員会は議長である漁

業省次官補によって概ね月に1回、自発的に開催さ

れており、特別ミーティングを召集することで月

に2回以上開催されることもある。今後も漁業省が

自主的に運営委員会を開催し、協議結果は場長、

生産部長から他スタッフに説明する体制は維持さ

れる見込みである。

池水門工事

監視小屋の設置

貯水タンク整備

家畜管理
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　また、収支実績も新規会計ソフトを導入すると

ともに、場長への収支計画の作成指導を行い技術

の定着を図り、迅速、且つ、正確な把握が行われ

ている。豚および鶏等の家畜の管理については、

場長が新たに管理表を作成し、これを場内に掲示

して一目で飼育動物や産卵の状況などが把握でき

るようになった。

2）生産・販売の改善指導

 

　ミルクフィッシュ生産においては、市場調査に

より大型ミルクフィッシュが好まれていることが

判明した。このため1尾の重量を約100㌘/尾から

約150㌘/尾への大型化を図った。

　これに伴い育成期間を約6か月から約8か月に長

期化し、生産計画を変更した。育成期間の短縮を

図るため、試験的に藻や廃棄小麦粉等の補助的給

餌を行い、成長速度の向上効果も確認された。

　養鶏では、約半年毎に1バッチ500羽の入れ替え

を行い、育雛半年間および採卵1年間を1サイクル

とした、3バッチシステムの生産体制を確立し、豪

州とニュージーランドから雛を輸入して、安定し

た雛の更新を行った。

　また、キリバス国内での輸入飼料の高騰により、

エコファーム独自で餌料の輸入を行った。これに

よりコスト削減が図られたが、デメリット（コン

テナ単位の輸入、飼料の劣化、輸入手続きの煩雑

さ等）もあり断念せざるを得なかった。しかしな

がら、新たにキリバス国内のフィジー系の大口販

売業者からの豪州産配合飼料の購入ルートを開拓

し、毎月新鮮な豪州産の配合飼料を安価に調達で

きることになった。

 

　養豚では品質改善のため、2007年に飼育中の多

くを販売、淘汰したため、一時、生産量が低下し

たが、場長（元畜産担当職員）の提案により導入

された、新しい種豚により順調に生産が進み、養

豚部門の収支は改善された。エコファームの主要

な製品であるミルクフィッシュ、鶏卵および氷は、

市場で販売しているが、特にミルクフィッシュの

販売は、廃棄かつおの流通量に大きく影響される。

このため、月によって収支が変動することは避け

られないが、場長に対して廃棄かつおの流通量に

合わせた生産および販売計画の策定等の見直しの

技術指導を行い、見直し計画作成等が可能となっ

た。

 

　販売促進のための看板広告は人口が最も多いベ

シオ地区、官庁街のバイリキ地区、エコファーム

入口、空港駐車場の計4か所に設置した。2009年

後半からは路上販売も開始した。また、場長の発

生産改善（養鶏）

生産改善（養豚）

生産改善（ミルクフィッシュ）
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案でビケニベウ地区の市場の一角でエコファーム

の出張販売所を新規に設置した。

　氷の販売促進策として、2007年から開始した砕

氷パックの委託販売は、キリバス漁業公社（CPPL）

によるトラックでの出張販売、タラワ漁協による

販売店舗増加や販売価格の値下げなどにより、市

場での競争が激化し、売り上げが減少した。この

ため、砕氷パック包材を安価なものに変更する等、

利益率の向上を図った。

3)　マニュアルの更新

　プロジェクト開始からの実態を踏まえてマニュ

アルの更新を行い、池のメンテナンス、ミルク

フィッシュ育成データ等、最新の知見を追加した。

４．総括

　養殖池の補修工事の完了により、計画的かつ効

率的なミルクフィッシュ生産が可能となった。養

鶏および養豚についても、生産方法の改善が進み、

生産能力の向上が図られた。これらのことから、

エコファーム運営の改善が進み、ミルクフィッシュ

および動物性蛋白の安定供給が見込まれる。

　キリバスのような食料の多くを海外からの輸入

に頼る島嶼国にとって、食料安全保障の面からも

大きな効果となった。

　また、安定して運営されることにより、一定の

雇用が創出されることとなる。就労機会が少ない

タラワにおいては、社会・経済的な安定に直接ま

たは間接的に良い影響を与えることが見込まれる。

５．あとがき

　我が国とキリバスの漁業関係は、1978年にかつ

お・まぐろ漁業に係る政府間漁業協定が発効され

て以降、我が国かつお・まぐろ漁船の同国200海里

水域内での安定的な操業が維持されている。

　また、WCPFC海域のポケット公海の禁漁等の

規制が強まる中で、キリバスEEZ内での操業の重

要性は更に高まることが予想されている。

　今後も同国との漁業関係を良好に維持していく

ことは、我が国海外漁場の確保の面からも、キリ

バスの漁業振興にとっても重要である。

エコファーム出張販売所（ビキニベウ地区）
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